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第 30 回日本臨床微生物学会総会・学術集会のお知らせ(第 3 報) 

 

平成 31年 2月 1日（金曜日）から 3日（日曜日）の 3日間、ヒルトン東京お台場およびグランドニ

ッコー東京 台場にて第 30回日本臨床微生物学会総会・学術集会を開催いたします。 

本会の学会テーマとして、「求められる責任とプライド－日本臨床微生物学会 30年の歩みの中で－」

を掲げさせていただきました。30周年記念大会ということで、いくつかの特別企画を開催する予定です。

初日の 2月 1 日には「30周年特別企画 “日本臨床微生物学会 30年の思い、30年への期待”」を開催

いたします。この記念式典では、  

 第 1部：日本臨床微生物学会は何を変えたか：あの時の思いをもう一度 

 第 2部：これからの日本臨床微生物学会：学際的連携と標準化 

を開催したいと思います。第 1部では、学会創設に関わった方々から思い出、苦労話を始め、若い方々

へのメッセージをいただければと考えております。 

また第 2部では、矢冨 裕先生（日本臨床検査医学会 理事長）、康 東天先生（日本臨床検査自動化学

会 理事長）、高木 康先生（日本臨床検査標準協議会 会長）をお招きして、微生物検査を含めて検査

関連の学際的連携の今後の方向性に関してご意見をいただければと考えています。 

特別講演としては、米国インディアナ大学の Karen Bush先生をお招きして、「β-lactamase: Past, 

Present and Future（仮題）」としてご講演をいただく予定です。 ご存知のように Bush先生はβ-ラ

クタマーゼの世界的権威で、その構造・活性相関から命名法まで、本酵素に関して現在も精力的に活動

を行っています。また、大阪大学の飯田哲也先生には「次世代シークエンサーの臨床微生物検査への応

用（仮題）」としてご講演をいただけることになりました。 これからの新しい臨床検査の考え方と方

向性に関して、基礎と臨床の両視点からお話を伺えるのではないかと楽しみにしています。 

基調講演としては（いずれも仮題）  

1. 病院総合診療医が求める微生物検査 ―症例より―(林 純 先生：日本病院総合診療医学会) 

2. 地域感染症サーベイランスから見えてくる真実（朝野 和典 先生：大阪大学） 

3. 熱帯病感染症の疫学と検査（狩野 繁之 先生：国立国際医療研究センター） 

4. 最新耐性菌情報 －今、世界で何が起きているのか－（荒川 宜親 先生：名古屋大学） 

5. 真菌感染症の発症病態：感染・炎症・アレルギーの視点から（川上 和義 先生：東北大学） 

6. 死の病エイズから、コントロール可能な慢性疾患、そしてエイズ無き次の世代への挑戦（岡 慎一 

先生：国立国際医療研究センター） 

にお願いしております。それぞれのご専門の立場から微生物検査を行う上での注意点、臨床微生物学的

な研究の面白さ・ピットフォールなどについてお話しいただけるものと期待しております。 
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一般演題を対象に、「地域対抗一般演題賞争奪戦」を開催する予定です。 

北海道、東北、関東甲信、中部、近畿、中国、四国、九州・沖縄の 8地域に分かれて一般演題の発表数、

内容を競い合います。 それぞれの地域の会員数で補正することにより、地域ごとの臨床微生物学的ア

クティビティーが評価できるのではないかと考えております。地域ごとにリーダーおよびワーキンググ

ループを選抜していただいております。なお、優秀地域に関しては、会員懇親会の席で表彰するととも

に、副賞として豪華賞品を贈呈いたします。 

皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

総会長 ：舘田 一博（東邦大学医学部微生物・感染症学講座 教授） 

副総会長：西山 宏幸（日本大学医学部附属板橋病院臨床検査部）  

テ ー マ ：「求められる責任とプライド－日本臨床微生物学会 30年の歩みの中で－」 

会   期 ：2019年(平成31年) 2月1日(金)～3日(日) 

会   場 ：ヒルトン東京お台場 （〒135-8625東京都港区台場1-9-1）  

グランドニッコー東京 台場 （〒135-8701 東京都港区台場2-6-1） 

学会参加費：会員・非会員・・・・・12,000 円（事前参加登録はありません） 
学生・・・・・・・・・無料（学生証をご提示ください） 
技師‐医師ペアチケット：同一施設から技師と医師がご参加いただける場合には、 
参加費一人分を半額（二人で 18,000 円）とさせていただきます。 

   評議員会 ：2019年(平成 31年) 2月 2日(土) 7:30～8:20  
   懇 親 会 ：3,000 円 

 

プログラム （予定） 

●第 30 回記念特別シンポジウム 

●30周年特別企画“日本臨床微生物学会 30年の思い，30年への期待” 

●特別講演 

●基調講演 

●日韓合同シンポジウム 

●賢人・達人・鉄人セミナー 

●シンポジウム 

●教育講演 
●特別企画 地衛研との連携  

●認定臨床微生物検査技師・ICMT 合同講習会 
●ICD 講習会 
●企業展示 

●共催セミナー：ランチョンセミナー・イブニングセミナー・スポンサードシンポジウム 
スポンサード教育講演・スポンサード基調講演、スポンサードセミナーなど 
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事務局：東邦大学医学部微生物・感染症学講座 

 〒143-8540 東京都大田区大森西5-21-16 

電話：03-3762-4151（内線2396）  FAX：03-5493-5415 

E-mail：jscm2019@ext.toho-u.ac.jp 

学術集会HP：https://www.societyinfo.jp/jscm2019/  

運営事務局：株式会社サンプラネット 

       〒112-0012 東京都文京区大塚3-5-10住友成泉小石川ビル6Ｆ 

        電話：03-5940-2614  FAX：03-3942-6396 

        E-mail：jscm2019-secretariat@sunpla-mcv.com 
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